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「
確
か
な
雇
用
、
確
か
な
未
来
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
２
０
０
９
年
５
月
25

日
か
ら
27
日
に
か
け
第
32
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界

大
会
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
代
表
団
74
名
を

は
じ
め
世
界
79
カ
国
・
１
３
４
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ

加
盟
組
織
か
ら
の
代
表
者
約
７
０
０
名
の

参
加
の
も
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ
ェ
テ
ボ

リ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
は
４
年
に
一
度
の
開

催
と
な
る
が
、
今
回
の
大
会
で
は
、
将
来

的
な
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
の
方
向
性
に
関
わ
る

重
要
な
決
定
が
な
さ
れ
た
と
い
う
観
点
か

ら
、
従
来
以
上
に
意
義
あ
る
大
会
と
な
っ

た
。直

面
す
る
危
機
打
開
へ
の

意
志
結
集

　

１
点
目
は
、
今
日
、
世
界
の
金
属
労
働

者
が
直
面
し
て
い
る
歴
史
的
な
危
機
の
実

態
と
、
そ
の
背
景
の
本
質
に
つ
い
て
の
認

識
を
大
会
全
体
で
共
有
す
る
と
共
に
、
直

面
す
る
危
機
を
打
開
し
、今
後
、ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
運
動
方
針
）
に
基
づ
き

確
か
な
雇
用
、
確
か
な
未
来
…

Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
の
意
義

国
際
連
帯
を
機
軸
と
し
て
、
課
題
克
服
に

向
け
努
力
す
る
こ
と
を
確
認
・
決
定
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
公
正
さ
よ
り
も
効
率
の
追

求
に
、
あ
ま
り
に
も
重
き
を
置
く
「
小
さ

な
政
府
・
規
制
緩
和
」
に
代
表
さ
れ
る
市

場
原
理
主
義
的
な
政
策
と
行
動
が
世
界
中

に
拡
大
す
る
中
、
進
展
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
化
の
負
の
側
面
と
し
て
の
様
々
な
格

差
の
拡
大
・
固
定
化
、
貧
困
問
題
、
非
正

規
労
働
等
の
不
安
定
雇
用
の
増
大
、
環
境

問
題
等
が
、
全
世
界
的
な
共
通
問
題
と
し

て
大
会
参
加
者
に
共
有
化
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

ま
た
２
０
０
８
年
秋
以
降
の
世
界
同
時

不
況
は
、
実
体
経
済
、
と
り
わ
け
世
界
各

国
の
金
属
労
働
者
の
雇
用
と
生
活
に
重

大
な
脅
威
を
与
え
、
一
部
の
途
上
国
に

は
、
よ
り
悲
劇
的
な
影
響
を
も
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
が
各
国
報
告
に
よ
り
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

　

大
会
開
催
中
も
、
全
米
自
動
車
労
組（
Ｕ

Ａ
Ｗ
）
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
本
部
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と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
Ｇ
Ｍ
の
破
綻
処
理

に
向
け
た
懸
命
な
調
整
を
進
め
、
ま
た

ド
イ
ツ
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
、
Ｇ
Ｍ
オ
ペ
ル
の

イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
ア
ッ
ト
社
か
ら
の
買
収

提
案
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
状
況
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
途
上
国
か
ら
は
、
経
営
側
か

ら
の
労
働
組
合
の
基
本
的
権
利
へ
の
侵
害

や
、
組
合
員
の
諸
権
利
や
雇
用
に
対
す
る

攻
撃
の
不
当
さ
を
訴
え
る
ス
ピ
ー
チ
が
相

次
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
を
強
化
し
つ

つ
、「
強
力
な
全
国
労
働
組
合
の
構
築
」「
労

働
者
の
諸
権
利
の
擁
護
・
保
護
」「
多
国

籍
企
業
の
力
と
の
対
抗
勢
力
の
構
築
」
等

を
柱
と
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、

特
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−
Ｊ
Ｃ
と
し
て
は
ア
ジ
ア
進

出
の
日
系
企
業
に
焦
点
を
あ
て
、
国
毎
の

多
様
性
と
現
実
を
直
視
し
つ
つ
、
着
実
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
健
全
な
労
使
関
係
の

構
築
と
労
使
紛
争
の
未
然
防
止
、
そ
し
て

万
が
一
、
労
使
紛
争
が
発
生
し
た
際
に
は
、

当
該
産
別
お
よ
び
労
組
と
の
連
携
に
よ
る

早
期
解
決
に
向
け
努
力
を
傾
注
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
体
制
の
発
足
と

Ｉ
Ｍ
Ｆ—

Ｊ
Ｃ
の
役
割

　

２
点
目
は
、
今
大
会
を
も
っ
て
、
ユ
ル

ゲ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
ス
会
長
、
そ
し
て
20
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
事
務
局
長
を
務
め
た

マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
レ
ン
タ
ッ
キ
書
記
長
が

退
任
し
、
新
執
行
部
体
制
と
し
て
Ｉ
Ｇ
メ

タ
ル
の
べ
オ
ト
ル
ト
・
フ
ー
バ
ー
会
長
が

新
会
長
に
、
新
事
務
局
長
に
は
ユ
ル
キ
・

ラ
イ
ナ
北
欧
金
属
労
連
事
務
局
長
が
満
場

一
致
で
選
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
は
、
今
回
の
役
員
選
出

に
あ
た
り
、
両
名
を
強
く
支
持
す
る
と
と

も
に
、
世
界
大
会
後
、
直
ち
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本

部
新
体
制
と
の
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、

今
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
、
よ
り
実
効
あ
る
成
果

を
導
き
出
す
た
め
の
活
動
・
組
織
運
営
・

財
政
に
関
わ
る
抜
本
的
な
改
革
の
遂
行
を

求
め
る
と
と
も
に
、
特
に
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
国
毎
の
労
働
組
合
の
置
か
れ
た
活
動

環
境
の
違
い
・
多
様
性
へ
の
認
識
を
深
め

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
主
体
性
を

尊
重
し
た
取
り
組
み
の
推
進
を
要
請
し
た
。

　

当
然
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
と
し
て
も
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
に
お
け
る
存
在
感
の
大
き
さ
と
位
置

づ
け
の
高
さ
を
自
覚
し
な
が
ら
、
そ
れ
に

見
合
う
責
任
と
役
割
を
、
し
っ
か
り
と
果

た
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
て
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
加
盟
組
織
の
、
引
き
続
き
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

開
催
地
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

第
二
の
都
市
イ
ェ
テ
ボ
リ

　

さ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
第
二
の
都
市
イ
ェ

テ
ボ
リ
は
、
北
欧
ら
し
い
落
ち
着
い
た
佇

ま
い
の
清
潔
な
港
湾
都
市
で
あ
っ
た
。
か

つ
て
造
船
業
で
栄
え
た
こ
の
都
市
は
、
競

争
力
を
失
っ
た
造
船
業
が
衰
退
し
た
後
、

ボ
ル
ボ
社
の
本
拠
地
と
し
て
自
動
車
産
業

を
基
点
に
産
業
構
造
の
転
換
と
町
の
復
興

を
図
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
今
、
世
界

的
な
自
動
車
不
況
の
中
で
、
ボ
ル
ボ
社
も

ま
た
苦
境
に
陥
っ
て
お
り
、
リ
ス
ト
ラ
・

雇
用
調
整
に
よ
り
現
地
の
失
業
率
も
大
幅

に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ボ
ル
ボ
労
組
の
組
合
役
員
が

私
に
言
っ
た
。「
我
わ
れ
は
挫
け
な
い
。
我

わ
れ
の
手
で
必
ず
企
業
再
生
を
果
た
し
、

町
に
活
力
を
取
り
戻
す
。
我
わ
れ
の
力
は
、

こ
の
町
の
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。」
と
。

　

イ
ェ
テ
ボ
リ
は
、
世
界
の
金
属
産
業
の

再
生
と
金
属
産
業
労
働
者
の
確
か
な
未
来

を
切
り
拓
く
決
意
を
固
め
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
大
会

に
ふ
さ
わ
し
い
開
催
地
で
あ
っ
た
。
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